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大
江
匡
房
作

「大
唐
大
慈
恩
寺
大
師
画
賛
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

本
稿
は

『
今
昔
物
語
集
』
周
辺
の
資
料
を
検
討
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、

大
江
匡
房
の
手
に
な
る

「大
唐
大
慈
思
寺
大
師
画
讃
」
と
い
う
作
品
を
、
主
に

説
話
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の

「画
讃
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
慈
思
大
師

・
基
は
、
法
相
宗
の
祖
師
と

し
て
、
仏
教
史
の
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る

一
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
説
語
文
学
の
世
界
に
お
い
て
は
、
そ
の
師
に
あ
た
る
玄

美
三
蔵
が
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
慈
思
大
師
は
全
く

無
名
の
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
唱
導
関
係
の
資
料
に
は
慈
思
大
師
の
名
前
が

し
ば
し
ば
現
れ
る
が
、
そ
れ
は
膨
大
な
量
の
注
疏
類

（
「
百
本
の
疏
主
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
）
の
著
者
と
し
て
で
あ
っ
て
、
説
話
の
登
場
人
物
の
一
人
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
皆
無
に
等
し
い
。
ち
な
み
に

『
日
本
説
話
文
学
索
引
』
を

ひ
ら
い
て
も
、
慈
思
大
師
の
項
目
さ
え
存
在
し
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
の
慈
恩
大
師
が
文
学
の
素
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
点
、
し
か
も
院
政
期

を
代
表
す
る
文
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
説
話
文
学
に
も
関
わ
り
の
深
い
大
江
匡

房
に
よ
っ
て
、
様
々
な
説
話
的
要
素
を
も
ま
じ
え
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
こ
の

『画
讃
」
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す

で
に
こ
の

「画
讃
」
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
氏
が

『
大
江
匡
房
』

（人
物
叢

書
）
以
下
の
論
考
で
言
及
さ
れ
、
絵
と
き
と
の
関
わ
り
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
出
典
な
ど
基
礎
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
出
典
の
問
題
か
ら
考
察
を
始
め
た
い
。

ま
た
、
法
相
宗
の
祖
師
で
あ
る
慈
思
大
師
を
文
学
に
描
き
出
す
過
程
で
、
法
相

宗
に
お
け
る
伝
承
が
説
話
を
通
し
て
か
い
ま
み
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
、
そ
う
し

た
点
に
も
注
意
を
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
一
）

ま
ず
、
こ
の

「大
唐
大
慈
思
寺
大
師
画
讚
」
の
本
文
を
示
し
て
お
き
た
い
と

思
う
。
こ
の

「画
讃
」
は

『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十

一
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
本
文
は
全
七
十
二
句
の
う
ち
二
句
を
欠
き
、
誤
字

・
欠
字
も
所
々
に

見
ら
れ
、
必
ず
し
も
善
い
本
文
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
現
在
知
り
う
る

最
古
の
写
本
で
あ
る

「興
福
寺
蔵

『
高
僧
伝
』
巻
十
三
紙
背
」

（注

一
）
の
本

文
を
基
本
に
、
そ
れ
に
次
ぐ
古
写
本
で
あ
る
法
隆
寺
本

（注
二
）
を

一
部
参
照

し
た
形
で
示
し
て
み
た
い
。

叙

持

雄

二
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大
唐
大
慈
思
寺
大
師
画
讃

特
進
行
門
下
侍
郎
兼
鎮
西
員
外
部
督
江
満
昌
文

慈

思

大

師

尉

遅

氏

　

　

諄

大

乗

基

長

安

人

族
貴
〓
五
陵
・
光
〓
三
輔
・　
　
顎

公

敬

徳

是

其

親

智
勇
冠
レ
世
超
〓
衛
君
・　
　
李

唐

之

初

大

功

臣

文
皇
崇
レ
師
称
〓
大
聖
・　
　
生
立
〓
碑
文
・
垂
〓
糸
綸
・

翔
羅
菫
位
多

〓
正
夢

・　
　
漢

月

入

レ

ロ
母
方
娠

金
人
持

〓
神
珠
宝
杵

・　
　
託
〓
子
胎
中
・
吉
兆
頻

身

相

円

満

載

誕

育

　

　

彫
雲
成
レ
蓋
覆
〓
菓
唇
・

眼

浮

紫

電

夏

天

影

　

　

面

駐

素

蛾

秋

夜

輪

州

少
之

時

早
抜

レ
率

　

　

鵠
鷺
之
間
含

〓
慈
惇

・

依
〓
止
三
蔵
・
学
〓
性
相
・　
　
一二
千
徒
裏
絶

〓
等
倫

・

七

十

達

者

四

賢

聖

　

　

就
中

大
師

深

入
レ
神

亜
聖
具
レ
体
比
〓
顔
子
・　
　
窮
レ
源
尽
レ
性
同
二
大
釣
・

一二
性

五

重

唯

識

義
　
　
　
博
渉
〓
学
海
・
到
〓
要
津
・

百

部

疏

主

五

明

理
　
　

著ヽ

述
以
来

誰
得

レ
均

字
字
句
句
不
〓
空
置

・　
　
皆
有
〓
証
拠
・
永
因
循

伯
牙
響
レ
琴
徒
秘
レ
劇

　

　

下
和
泣
レ
玉
独
霜
レ
市

諭

鼓

一
振

疑

関

破

　

　

他
宗
望
レ
風
自
委
レ
塵

対
〓
龍
象
衆
・
能
降
伏

　

　

昇
〓
師
子
座
¨
檀
〓
劇
伸
・

毎
月
必
造

〓
慈
氏
像

・
　

　

一
生
偏
慕

〓
兜
率
身

・

毎
日
必
誦

〓
書
薩
戒

・　
　
唯
杖
〓
木
叉
・
制
〓
波
旬
・

一
時

高

楼

秋

燈

下
　

　

有

レ
人
窺

見
倫
邊

巡

大

光

普

照

観

自

在

　

　

金
手
染
レ
輸
顕
〓
其
真
・

不
レ
国
漢
土
化
〓
等
覚
・　
　
開
〓
甘
露
門
・
利
〓
兆
民
「

③
　
自
書
〓
般
若
・
何
所
レ
至
　
　
　
清

涼

山

暁

五

台

春
　
　
“

瑞

光

露

々

慶

雲

赳

　

　

文
殊

正
現

示
〓
宿
因

・
　

”

⑩

遊
〓
博
陵
原
¨
襲
〓
玄
費
・　
　
法
華
園
旨
伝

〓
遠
賓

・
　

５２

当
〓
宝
塔
品
一
人
有
レ
夢
　
　
　
諸

仏

証

明

遍

照

隣
　
　
“

二

十

八

字

一
洲

句

　

　

文
章
微
婉
抵

〓
、
獲
麟

・
　

“

伝
潮

大
師
以

〓
此
優

・　
　
千
仏
滅
度
讃

〓
大
仁

・
　

田

①
　
不
レ
嫌
〓
暗
漏
・
作
二
章
疏
・
　

歯

牙

燒

畑

光

電

新
　
　
６０

０
　
処
ヨ
尺
龍
顔
・
奉
〓
鳳
詔
・　
　
出
「
入
金
殿
・
陪
〓
紫
震
・
　

６２

０
　
天
不
レ
与
レ
善
化
縁
尽

　

　

歳

五

十

二
一
俄

亡

混

　

“

永

淳

二

年

十

一
月

　

　

中
旬

三
日
為

〓
忌
辰

・
　

“

先
師
コ
側
行

〓
蒲
礼

・　
　
風
悲

雲
愁
惨

〓
松
労

・
　

“

⑭
　
本
願
不
レ
回
奉
〓
弥
勒
・　
　
生
〓
第
四
天
・
歩
〓
華
菌
・
　

”

名
垂
〓
万
古
・
渉
〓
五
竺
・　
　
玄
躍
雖
レ
多
尽
難
レ
陳
　
　
７２

（傍
線
を
付
し
た
文
字
は
、
法
隆
寺
本
に
よ
っ
て
改
め
た
も
の
。

字
体
は
通
行
の
字
体
に
続

一
し
た
。
以
下
の
引
用
文
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
な
お
本
文
の
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
句
の
通
し

番
号
で
あ
る
。
）

こ
の
よ
う
に
全
七
十
二
句
．
五
０
四
字
に
も
及
ぶ
長
文
の
画
讃
で
あ
る
が
、

冒
頭
に

『特
進
行
円
下
侍
郎
兼
鎮
西
員
外
部
督
江
満
昌
文
」
と
あ
る
の
は
、
唐

名
に
よ
る
官
位
と
中
国
民
に
改
め
ら
れ
た
名
前
で
、

「従
二
位
権
中
納
言
兼
大

宰
権
帥
大
江
匡
房
の
文
」
と
い
っ
た
日
本
風
の
名
称
に
お
き
か
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
官
位
が
成
立
当
時
の
も
の
と
す
る
と
、
こ
の

「画
讃
」
は
匡

房
が
大
宰
権
帥
で
あ
っ
た
永
長
二
年

（
一
０
九
七
）
二
月
か
ら
康
和
四
年

（
一

一
０
二
）
正
月
に
か
け
て
、
お
よ
び
長
治
三
年

（
一
一
〇
六
）
二
月
十
一
日
か

③  ⑦

46 44 42 40 38 36 34 32 30 28 28 24 22 20 18 13 14 12 10 8  6 4  2
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ら
天
永
元
年

（
一
一
一
一
）
七
月
二
十
九
日
に
か
け
て
の
時
期
に
作
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
匡
房

（
一
０
四
一
―
一
一
一
一
）
の
五
十
七
歳

か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
証
は
な
い

（注
三
）
．

こ
こ
で
、
こ
の

「画
讃
」
の
内
容
を
段
落
に
区
切
っ
た
上
で
、
大
ま
か
に
な

が
め
て
お
き
た
い
と
思
う
．
い
ま
、
こ
こ
ろ
み
に
十
四
の
段
落
に
分
け
て
み
た
。

本
文
の
上
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
そ
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

第

一
段

（第

一
句
～
八
句
）
は
、
慈
思
大
師
の
姓
名

。
本
貫
と
そ
の
一
族
、

こ
と
に
そ
の
親

（本
来
は
叔
父
）
敬
徳
の
功
業
、
大
師
自
ら
の
栄
誉
に
つ
い
て
。

第
二
段

（第
九
句
～
十
二
句
）
は
、
慈
思
大
師
の
託
胎
に
ま
つ
わ
る
奇
瑞
に

つ
い
て
。

第
二
段

（第
十
二
句
～
十
八
句
）
は
、
出
生
時
の
奇
瑞
と
そ
の
容
貌
の
秀
抜

さ
、
幼
少
時
の
す
が
た
に
つ
い
て
。

第
四
段

（第
十
九
句
～
二
十
六
句
）
は
、
玄
美
三
蔵
の
間
に
入
り
そ
の
円
下

で
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
才
を
示
し
、
法
相
唯
識
の
奥
義
を
き
わ
め
た
こ
と
。

第
五
段

（第
二
十
七
句
～
三
十
二
句
）
は
、
経
疏
な
ど
多
く
の
著
述
を
残
し
、

以
後
永
く
規
範
と
な
り
、
真
理
を
多
く
の
人
に
知
ら
し
め
た
こ
と
。

第
六
段

（第
二
十
三
句
～
三
十
六
句
）
は
、
慈
思
大
師
の
堂
々
と
し
た
論
議

・
説
法
の
さ
ま
に
つ
い
て
。

第
七
段

（第
二
十
七
句
～
四
十
句
）
は
、
慈
思
大
師
の
平
生
の
修
行
の
こ
と
。

第
八
段

（第
四
十

一
句
～
四
十
六
句
）
は
、
秋
夜
高
校
に
お
け
る
奇
瑞
の
こ

と
。
以
下
、
説
話
的
記
述
が
続
く
。

第
九
段

（第
四
十
七
句
～
五
十
句
）
は
、
五
台
山
で
般
若
経
を
書
写
し
た
際

の
奇
瑞
の
こ
と
。

第
十
段

（第
二
十

一
句
～
五
十
八
句
）
は
、

『
法
華
玄
賛
』
著
述
の
こ
と
と
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
奇
瑞
に
つ
い
て
。

第
十

一
段

（第
五
十
九
句
～
六
十
句
）
は
、
暗
夜
に
も
自
ら
の
歯
牙
が
光
を

放

っ
て
著
述
を
助
け
た
と
い
う
話
．

第
十
二
段

（第
六
十

一
句
～
六
十
二
句
）
は
、
著
述
の
功
績
で
、
宮
廷
に
も

出
入
り
を
許
さ
れ
た
こ
と
．

第
十
三
段

（第
六
十
三
句
～
六
十
八
句
）
は
、
慈
思
大
師
の
遷
化
と
そ
の
遺

体
が
玄
美
三
議
の
墓
の
か
た
わ
ら
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
。

第
十
四
段

（第
六
十
九
句
～
七
十
二
句
）
は
、
本
願
か
な
い
兜
率
上
生
を
は

た
す
こ
と
。
お
よ
び
死
後
の
名
声
の
こ
と
．

以
上
、
こ
の

「画
讃
」
を
十
四
の
段
落
に
分
け
て
内
容
を
大
ま
か
に
見
わ
え

し
て
み
た
が
、
単
な
る
讃
嘆
の
言
葉
の
羅
列
に
終
わ
ら
ず
、
慈
思
大
師
に
関
す

る
事
跡
を
説
話
的
要
素
を
多
く
と
り
こ
み
な
が
ら
、
高
僧
伝
の
よ
う
な
体
裁
で

一
篇
の

「画
讃
」
に
ま
と
め
上
げ
て
い
る
こ
と
、
各
段
落
の
独
立
性
が
比
較
的

た
か
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
が
情
景
と
し
て
把
握
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
、
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
の
と
こ
ろ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
一
一）

次
に
、
こ
の

『画
讃
」
の
出
典
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
部
分
を
検
討
す
る
余
裕
も
な
い
の
で
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な

部
分
を
と
り
あ
げ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
第
二
段
に
つ
い
て
。
書
き
下
し
を
示
し
て
み
る

（注
四
）
。

鶏
羅
藍
位
に
は
正
夢
多
し
。
漢
月
日
に
入
り
て
母
ま
さ
に
娠

（み
ご
も
）

る

。
金
人
は
神
珠

・
宝
杵
を
持
ち
、
胸
中
に
宿

（や
ど
）
る
に
吉
兆
頻
り
な
り
。
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慈
思
大
師
の
託
胎
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が

（
「翔
層
藍
位
」
と
は
託
胎
後

七
日
間
の
状
態
の
こ
と
）
、
大
師
に
つ
い
て
の
伝
記
的
資
料
で
現
在
知
り
う
る

も
っ
と
も
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る

『
法
華
伝
記
』
巻
三

「唐
大
慈
思
寺
釈
窺

基
四
」
で
は
、
こ
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

（注
五
）
。

其
の
母
夢
む
ら
く
、
金
人
の
手
に
如
意
を
捧
げ
も
ち
、
願
は
く
は
爾

（な

ん
じ
）
が
胎
に
宿
ら
ん
、
語
り
己
り
て
口
に
入
れ
ば
即
ち
身

（み
ご
も
る

こ
と
）
有
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
師
の
母
の
夢
に
金
人

（仏
の
こ
と
）
が
手
に
如
意
を
も

っ
て
現
れ
、

「日
は
く
は
爾

（な
ん
じ
）
が
胎
に
宿
ら
ん
」
と
語
り
、
日
に
入

っ
た
と
思
う
と
み
ご
も
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
じ
部
分
が
、

『
法
華
伝

記
』
に
次
い
で
古
い
慈
思
大
師
の
伝
記
資
料
で
あ
る

「大
唐
大
慈
思
寺
法
師
基

公
碑
」

（注
六
）

（以
下

「基
公
碑
文
」
と
略
称
）
に
よ
れ
ば
、

「胎
み
て
神

応
し
、
金
杵
の
祥

（き
ざ
し
）
有
り
」
と
あ
る
。

「画
讃
」
の
第
二
段
、
第
九

句
以
下
の
四
句
も
、
金
人
の
持
物
に
若
千
の
相
遠
は
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
こ
う

し
た
記
述
と
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
う
ち
第
十
句
の

『漢
月
」
云
々

に
つ
い
て
は

『
宋
高
僧
伝
』
巻
四

「唐
京
兆
大
慈
思
寺
窺
基
伝
」
に
次
の
よ
う

な
記
述
が
見
ら
れ
る

（注
七
）
。

基
の
母
は
表
氏
、
夢
む
ら
く
月
輸
を
掌

（さ
さ
げ
も
）
ち
て
之
を
呑
む
と
、

藩

（さ
め
）
て
争
む
こ
と
有
り
。

こ
の
よ
う
に
母
が
月
輸
を
呑
む
夢
を
見
て
大
師
を
み
ご
も
っ
た
と
い
う
話
は
、

後
の
資
料
に
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
匡
房
以
前
に

成
立
し
た
も
の
は
、
こ
の

『
宋
高
僧
伝
』
だ
け
で
あ
る
。

「画
讃
」
の
第
二
段

は
、

『
法
華
伝
記
』
。
「基
公
碑
文
』
・
『
宋
高
僧
伝
』
の
記
述
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
と
、
ひ
と
ま
ず
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
第
七
段
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
書
き
下
し
本
文
は
次
の
通
り
。

毎
月
必
ず
慈
氏
の
像
を
造
り
、　
一
生
偏

（ひ
と
）
へ
に
兜
率
身
を
慕
ふ
。

毎
日
必
ず
善
菌
戒
を
誦
し
、
唯
だ
木
又
を
杖
つ
い
て
波
旬
を
制
す
。

大
師
の
日
常
お
こ
な
っ
て
い
た
修
行
と
し
て
、
毎
月
弥
勒
像
を
造
る
こ
と
と

毎
日
善
薩
戒
を
調
す
る
こ
と
と
を
あ
げ
る
。
同
様
な
記
述

ヽ
は

「基
公
碑
文
」
に

も
見
ら
れ
る
。

常
月
に
弥
動
造
一
相
を
造
り
、
日

（ひ
び
）
に
菩
薩
戒
一
遍
を
調
し
て
、

兜
率
に
生
ぜ
ん
と
願
ひ
、
そ
の
志
を
求
む
る
な
り
．

毎
月
の
弥
勒
造
像
と
毎
日
の
書
離
戒
読
調
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
兜
率
上
生

を
願
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
る
。
た
だ
こ
こ
に
は

「画
讃
」
の
第
四
十
旬
に

対
応
す
る
部
分
が
見
ら
れ
な
い
．
こ
の
第
四
十
句
は
戒
律

（
「木
又
」
）
を
堅

持
し
て
、
魔
王
波
旬
を
制
圧
し
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は

「基
公
碑
文
」
の
右
に
先
立
つ
部
分
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見

ら
れ
る
。

又
、
五
行
の
禁
を
持
し
．
利
錫
を
握
り
て
傷

（や
ぶ
）
る
る
こ
と
無
く
、

六
法
の
壇
を
修
し
、
意
味
を
得
て
守
ら
す
。
厳
戒
。
真
施

・
勇
進
・
力
行

す
。

「画
讃
」
の
第
四
十
句
も
こ
う
し
た
表
現

（こ
と
に
熱
わ
り
の
一
文
）
を
圧
縮

し
、　
一
部
を
敷
行
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の

「画
讃
」
で
は
、

第
六
十
四
旬
の

「混
」
字
を
例
外
と
し
て
、
偶
数
旬
に
韻

（上
平
声
真
韻
）
を

ふ
ん
で
い
て
、
第
四
十
旬
の

「波
句
」
の

「旬
」
も
そ
の
韻
字
に
当
た
る
こ
と

か
ら
類
推
す
れ
ば
、
前
三
句
が

「基
公
碑
文
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
あ
と
、

こ
の
句
の
言
辞
が
形
づ
く
ら
れ
る
際
、
少
な
く
と
も
こ
の

「波
旬
」
の
名
に
関

し
て
は
、
韻
字
の
意
識
が
働
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
様
な
表
現
は
、

『
宋
高
僧
伝
』
に
も
見
ら
れ
る
。

基
は
生
常
勇
進
に
し
て
、
弥
勒
像
を
造
り
、
其
の
像
に
対
し
て
、
日
に
書
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薩
戒
一
偏

（遍
）
を
調
し
、
兜
率
に
生
ま
れ
ん
こ
と
を
願
ふ
．

本
文
は

「基
公
碑
文
」
に
近
い

（あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
た
か
）
が
、
全
体

に
簡
略
で
あ
る
し

「常
月
』
弥
勒
像
を
造
っ
た
と
い
う

『常
月
」
の
文
字
が
見

ら
れ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
し
て
、
第
七
段
は

「基
公
碑
文
」
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
、
第
九
段
に
つ
い
て
。
本
文
は
次
の
通
り
。

自
ら
般
若
を
書
く
何
の
三
る
所
ぞ
、
清
涼
山
の
暁
五
台
の
春
．

喘
光
赫
々
と
し
て
慶
雲
起
こ
り
、
文
殊
正
に
現
し
て
宿
因
を
示
す
。

慈
思
大
師
が
清
涼
山

（五
台
山
と
同
）
で

『
般
若
経
』
を
み
ず
か
ら
書
写
し

た
際
、
功
が
終
わ
る
と
鴫
光
が
輝
き
慶
雲
が
起
こ
り
、
文
殊
が
姿
を
現
わ
し
て

説
法
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
奇
瑞
を
し
る
す
。
こ
の
話
は

『基
公
碑
文
」
に
も

見
ら
れ
る
。

曾
て
代
郡
五
台
山
に
て
、
玉
石
の
文
殊
像
を
造
り
、
金
字
の
般
若
経
を
写

し
責
り
て
、
神
光
・
瑞
雲
有
り
。

（中
略
）
我
に
至
霊
無
く
ん
ば
、
則
ち

何
ぞ
此
に
琉

（
い
た
）
ら
ん
。
籠
く
事

（
つ
と
）
め
已
畢

（お
は
）
り
て
、

几

（
つ
く
え
）
に
示
化
す
。

「面
讃
」
に
は
文
殊
造
像
の
こ
と
は
見
え
な
い
が
、
般
若
経
書
写
の
こ
と
、
神

光
。
麟
彗
の
こ
と
な
ど
が
共
通
し
て
現
れ
る
。
最
後
の

「几
に
示
化
す
」
も

『

示
化
」
と
す
る
以
上
は
仏
・
書
薩
の
出
現
、
し
か
も
五
台
山
に
お
い
て
文
殊
像

を
造
っ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
文
殊
の
出
現
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。

「画
讃
」
で

「文
殊
正
に
現
じ
て
宿
因
を
示
す
」
と
す
る
部
分

は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「宿
因
」
に
対
応
す
る
表
現
は

『

基
公
碑
文
」
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
。

「宿
因
」
が
文
殊
の
示
現
に
関
す

る
因
縁
を
指
す
と
す
れ
ば
、

「我
に
至
霊
無
く
ん
ば
、
則
ち
何
ぞ
此
に
環
ら
ん
」

と
い
う
表
現
が
そ
れ
に
当
た
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。

「画
讃
」
の
本
文
は
そ

の
大
師
の
言
葉
を
、
文
殊
が
説
ぎ
示
し
た
と
い
う
形
に
お
き
か
え
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
部
分
．

『宋
高
僧
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
．

復
た
五
台
に
於
て
玉
石
の
文
殊
善
薩
の
像
を
造
り
、
金
字
の
般
若
経
を
写

し
竜
り
て
、
亦
た
神
光
を
発
せ
り
。

「基
公
碑
文
」
の
記
述
と
お
お
よ
そ
一
致
す
る
が
、
神
光

・
瑞
雲
の
う
ち
瑞
雲

を
欠
ぐ
上
に
、

「宿
因
」
に
対
応
す
る
部
分
や
示
化
の
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
な

い
。

「画
讃
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
第
九
段
も

『
宋
高
僧
伝
』
で
は
な
く

「基

公
碑
文
」
に
よ
っ
て
本
文
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

続
く
第
十
段
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず

「画
讃
」
の
本
文
を
示
し
た
い
。

博
陵
原
に
遊
び
て
玄
賛
を
襲
り
、
法
華
の
蹟
旨
を
逮
賓
に
伝
ふ
。

宝
塔
品
に
当
り
て
人
に
夢
有
り
、
諸
仏
証
明
し
遍
く
照
隣
す
と
。

二
十
八
字
一
批
の
句
、
文
章
微
婉
に
し
て
獲
麟
に
抵

（あ
た
）
る
。

伝
へ
暮

（
い
）
ふ
ら
く
大
師
此
偶
を
以
て
、
千
仏
の
減
度
に
大
仁
を
讃
ぜ

ん
と
。

こ
こ
で
は
、
博
陵
に
お
い
て
慈
思
大
師
が
そ
の
主
著
の
一
つ
で
あ
る

『
法
華

玄
費
』
を
造
っ
た
こ
と
に
ま
つ
わ
る
話
を
ま
と
め
て
い
る
。　
一
つ
は
宝
塔
品
に

注
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
時
、
あ
る
人
の
夢
に
諸
仏
が
現
れ
て
、
そ
の
説
の
正

統
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
そ
の
疏
の
跛
文
に
二
十
八
字

（

七
言
四
句
、　
二

批
」
は
ひ
と
つ
ら
ね
の
意
）
の
傷
が
じ
る
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
大
師
は
こ
の
偶
に
よ
っ
て
千
仏
の
減
度
に
大
仁

（後
述
す
る
よ
う

に
弥
勒
を
指
す
）
を
讃
め
た
た
え
よ
う
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
し

る
す
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

『法
華
伝
記
』
に
対
応
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
．

調
週
釧
開
Ｊ
側
月
酬
４
劇
「
協
囲
日
因
川
つ‐
劇
「
「
「
、
道
俗
虚
命
を
謀
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し
、
日
「
釧
刹
ョ
調
Ч
「
１
刑
「
副
引
罰
劇
日
鋼
引
。
夕
に
製
し
て
、
朝

に
講
ず
。
奇
瑞
の
時
之
れ

（大
正
蔵
本
で
は

「時
」
）
乃
ち
現
し
、
「
ｄ

州
引
司
引
ぐ
．
厳
浄
仏
国
の
中
に
満
つ
る
調
倒
１
則
「
痢
明
ｄ
法
師
に
語

る
と
。
副
知
翻
薗
劇
洲
ヨ
「
劃
羽
刻
劃
「
翻
４
覇
引
劇
「
劇
爾
ｕ
劉
劉
日
１

‥

ヽ

み
菫
譲
ヨ
預
額
象
「
姜
螢
ヽ
事
召
駆
業
【
が
覆
】
ぶ
遍
凛
青
優
唇
望
壼
願
暉
ぐ

●

川
列
倒
日
以
「
一
乗
を
讃
じ
、
既
に
■
瓢
凋
圏
翻
倒
劉
側
ョ
ｕ
、
願
を
以
て

観
率
天
に
上
生
し
、
慈
民
ぼ
覇
事
ま
羞
一・

以
上
の
引
用
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た
部
分
が

「画
讃
」
に
対
応
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る

（そ
の
う
ち
波
線
部
は
若
千
表
現
を
異
に
す
る
部
分
で
あ
る
）
。

『法
華
玄
費
』
の
跛
文
に
も
同
様
な
記
述
が
見
ら
れ
、

『
法
華
伝
記
』
は
そ
れ

に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
跛
文
に
は

「或
る
賢
士
夢
む
ら
く
」
以

下
の
部
分
が
見
ら
れ
な
い
。

「画
讃
』
は

『
法
華
伝
記
』
の
記
述
を
簡
略
に
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「画
讃
」
の
本
文
の
う
ち

『
法
華
伝
記
』
に
見
ら
れ

な
い
部
分
は
、

「法
華
の
蹟
旨
を
遠
賓
に
伝
ふ
」
は

『
法
華
伝
記
』
の

「法
華

の
典
を
講
じ
』
の
敷
行
、

「諸
仏
証
明
し
遍
く
照
隣
す
」
も

『
法
華
伝
記
』
の

『
（厳
浄
仏
国
の
中
に
満
つ
る
）
諸
仏
．
即
ち
来
り
て
法
師
に
語
る
」
の
数
行

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、

「遠
賓
」
の

「賓
」
、

「照
隣
』
の

「隣
」

は
い
ず
れ
も
韻
字
で
あ
り
、
そ
の
字
を
も
と
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
句
が
形
づ
く

ら
れ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
韻
字
が
句
の
内
容
に
若
千

の
制
約
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。

同
様
な
こ
と
は

「画
讃
」
の
第
五
十
六
句

「文
章
微
婉
に
し
て
獲
麟
に
抵
る
」

に
も
言
え
そ
う
で
あ
る

（
「麟
」
が
韻
字
）
が
．
第
五
十
八
句

「千
仏
の
滅
度

に
大
仁
を
讃
ぜ
ん
」
に
つ
い
て
は
少
し
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は

『法
華
伝
記
』
の

「既
に
千
仏
の
減
度
に
及
び
て
、
願
を
以
て
観
率
天
に
上
生

し
、
慈
氏
に
奉
事
す
」
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
本
文
に

お
け
る
最
も
大
き
な
相
違
は

「大
仁
」
と

「慈
氏
」
と
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず

「大
仁
」
は

『

大
人
」
に
通
じ
、
仏
・
菩
饉
の
こ
と
と
解
し
た
い
。
こ
れ
を

「大
人
』
と
し
る

さ
な
い
の
は
、

「仁
」
の
部
分
が
韻
字
に
当
た
っ
て
い
て
、

「人
」
字
を
用
い

る
と
第
二
句
の

「講
は
大
乗
基
　
長
安
の
人
」
の

「人
」
と
重
な
っ
て
し
ま
う

た
め

（こ
の

「画
讃
」
で
は
韻
字
は
す
べ
て
異
な
る
文
字
を
用
い
て
い
る
）
た

め
で
あ
り
、
ま
た
、

『法
華
伝
記
』
に
あ
る

「慈
氏
」
や
最
も
一
般
的
な

「弥

勒
」
と
い
っ
た
名
称
を
用
い
な
か
っ
た
の
も
、
い
ず
れ
も
韻
字
に
当
て
は
ま
ら

な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

な
お
、
こ
の
第
十
段
の
話
は

『宋
高
僧
伝
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、

東
し
て
博
陵
に
行
く
。
法
華
経
を
講
ぜ
ん
こ
と
を
請
ふ
も
の
有
り
。
遂
に

大
疏
を
造
る
。

と
い
う
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
は
、

『
法
華
伝
記
』
の
本
文
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
例
、
匡
房
の

「画
讃
」
の
出
典
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
り
そ
う
な

例
を
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
第
十
三
段
で
あ
る
。
本
文
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

天
　
善
に
与

（く
み
）
せ
ず
し
て
化
縁
尽
き
、
歳
五
十
三
に
し
て
俄
か
に

亡
混
せ
り
。

永
淳
二
年
十
一
月
、
中
旬
三
日
忌
辰
た
り
。

先
師
の
墓
優
に
お
礼
を
行
な
ひ
、
風
悲
し
び
雲
愁
ひ
て
松
妨
を
惨

（
い
た

）
む
。

こ
こ
で
は
、
慈
思
大
師
が
永
淳
二
年
十
一
月
十
三
日
に
惜
し
ま
れ
て
亡
く
な

-41-



り
、
先
師
・
玄
美
三
蔵
の
墓
の
か
た
わ
ら
に
葬
ら
れ
た
こ
と
を
し
る
す
。

「基

公
碑
文
」
で
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
部
分
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

永
淳
二
年
歳
次
壬
午
、
十
一
月
庚
寅
朔
十
三
日
壬
寅
を
以
て
，
京
兆
大
慈

恩
寺
日
経
院
の
小
房
に
終
は
る
。
其
の
年
、
十
二
月
四
日
を
以
て
此
の
地

に
葬
る
。
査
し
美
公
と
密

（ち
か
）
き
所
以
な
り
。

こ
の
よ
う
に
、
大
師
の
莞
去
し
た
年
月
日
、
そ
の
場
所
、
葬
送
の
日
付
、
そ

の
場
所
な
ど
が
じ
る
さ
れ
て
い
て
、
中
心
的
部
分
は

「面
讃
」
と
一
致
す
る
。

大
師
の
亮
去
の
年
令
は

「唐
太
宗
皇
帝
御
製
基
公
讀
記
」

（注
八
）

（以
下
、

『基
公
讃
記
」
と
略
称
）
に
よ
れ
ば
、

五
十
有
三
、
永
淳
二
年
歳
次
壬
午
、
十
一
月
庚
寅
朔
十
三
日
壬
寅
に
至
リ

て
，
京
兆
大
慈
思
寺
日
経
院
に
終
は
る
。

と
あ
っ
て
、

「画
讚
」
に
お
け
る
年
令
と
一
致
す
る
。

『
宋
高
僧
伝
』
で
は
没

年
と
莞
去
時
の
年
令
に
異
説
を
と
っ
て
い
て
、
永
淳
元
年
壬
午
に
五
十
一
歳
で

亡
く
な
っ
た
と
す
る

（注
九
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「基
公
碑
文
」
の
末
尾

に
付
さ
れ
た
善
珠

（七
二
三
―
七
九
七
、
玄
防
の
弟
子
、
秋
篠
寺
に
住
し
た
）

の
注
記
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
疑
間
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

唐
の
年
代
層
、
並
び
に
和
の
暦
録
を
案
ず
る
に
、
壬
午
は
永
淳
元
年
に
当

た
る
。
こ
の
文
に
永
淳
二
年
歳
次
壬
午
と
云
ふ
は
、
是
れ
誤
り
な
る
べ
し
。

年
令
の
差
異
は
と
も
か
く
と
し
て
、
壬
午
年
は
確
か
に
永
淳
元
年
で
あ
り
、
善

珠
の
指
摘
は
当
を
得
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
薬
師
寺
蔵

『
慈
思
大
師
坐
像
』

（国
宝
）
や
興
福
寺

一
乗

院
蔵

『慈
思
大
師
立
像
』

（重
文
）
な
ど
に
付
さ
れ
た
画
讃

（注
十
）
が
、
い

ず
れ
も

「基
公
碑
文
」
と

「基
公
讃
記
」
と
の
抄
出
で
あ
り

（付
さ
れ
た
画
讃

は
同
じ
も
の
）
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
説
く
二
十
三
歳
で
の
没
と
す
る
説
を
と
っ

て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
興
福
寺
。
法
相
宗
の
資
料
が
い
ず
れ
も
そ
の
説
に
よ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
日
本
の
法
相
宗
に
お
い
て
は
、
永
淳

元
年
・
五
十
三
歳
で
の
没
と
い
つ
説
が
正
当
な
説
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は

高
い

（注
十
こ

．

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
第
十
三
段
が

『
宋
高
信
伝
』
で
は
な
く
、

「基
公

碑
文
」
を
中
心
に
法
相
宗
の
伝
統
的
な
説
に
基
づ
き
な
が
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
匡
房
の

「画
讃
」
の
出
典
に
つ
い
て
、
特
徴
的
だ
と
思
わ
れ
る
部
分

を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち

『
宋
高
僧
伝
』
に
よ
っ
て
い
る
と
い
え
る
の

は
第
十
句
の

『漢
月
入
口
母
方
娠
』
の
部
分
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は

「

基
公
碑
文
」
と

『
法
華
伝
記
』
と
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
一
応
結
論
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

『宋
高
僧
伝
』
に
は

「三
車
和
尚
」
の
話
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
慈
思

大
師
が
出
家
当
初
、
自
ら
の
乗
る
車
の
前
後
に
、
経
論
を
載
せ
た
車
と

「家
妓

女
僕
食
曖
」
を
載
せ
た
車
と
を
つ
ら
ね
て
往
来
し
て
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
が

（
『宋
高
僧
伝
』
自
ら

「訛
説
」
と
す
る
）
。
そ
う
し
た
話
を
ふ
く
む

『朱
高

僧
伝
』
は
、
慈
思
大
師
の

「画
讃
」
作
成
に
あ
た
っ
て
、
法
相
宗
側
の
指
摘
を

ま
つ
ま
で
も
な
く
、
資
料
的
な
価
値
が
低
い
と
判
断
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

速
断
は
で
き
な
い
が
、
第
十
句
の

『漢
月
入
口
」
に
し
て
も
、

『
宋
高
僧
伝
』

と
対
応
す
る
の
が
こ
の
部
分
の
み
と
言
う
の
は
、

『宋
高
僧
伝
』
を
典
拠
と
す

る
こ
と
を
否
定
す
る
材
料
と
な
ら
な
い
と
も
い
え
な
い
。
な
お
考
え
る
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、

『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
に
も
引
か
れ
る
な
ど
唱
導
の
世
界
と
関

わ
り
の
深
い
『
法
華
伝
記
』
は
と
も
か
く
と
し
て
、
前
述
の
薬
師
寺
蔵
お
よ
び

興
福
寺
蔵
慈
思
大
師
画
像
の
画
讃
に
も
引
か
れ
る

「基
公
碑
文
」
を
中
心
の
資

料
の
一
つ
と
し
て
い
る
点
で
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
匡
房
の

『
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画
讃
」
作
成
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
提
供
を
も
ふ
く
め
て
法
相
宗
側
か
ら
の
何

ら
か
の
働
き
か
け
が
あ
つ
た
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
次
節
で
は
少
し
別
な

面
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
．

（一一一）

前
節
に
お
け
る
出
典
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
匡
房
の

「画
讚
」
に
見
ら

れ
る
説
話
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
千
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
出
来
未
詳
の
た
め
先
の
考
察
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た

「画
讃
」

の
第
八
段
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
本
文
の
書
き
下
し
を
示
し
て
み
る
。

一
時
　
高
校
秋
燈
の
下
、
人
有
り
て
窺
ひ
見
れ
ば
０

（ひ
そ
か
）
に
遺
巡

す
。大

光
普
く
照
ら
す
観
自
在
、
金
の
手
に
輸

（ふ
で
）
を
染
め
て
英
の
真
を

頭
は
す
。

国
ら
ず
漢
土
に
等
覚
と
化
し
て
、
甘
露
門
を
開
き
て
兆
民
を
利
せ
ん
と
い

ふ
こ
と
。

こ
の
部
分
は
、
多
少
違
っ
た
訓
み
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
法
隆
寺
本

の
訓
読
に
ほ
ぼ
従
っ
た
。
い
ま
こ
の
訓
み
に
よ
っ
て
解
釈
を
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。

あ
る
秋
の
夜
、
あ
か
り
の
と
も
っ
た
高
楼
で
の
こ
と
、
あ
る
人
が
の
ぞ
き

見
る
と
、
大
師
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。
大
い
な
る
光
で
普
く

照
ら
す
観
世
音
菩
薩
が
、
金
の
手
に
筆
を
も
ち
、
大
師
の
肖
像
を
あ
き
ら

か
に
描
き
出
す
。
思
い
も
か
け
ず

（大
師
は
）
中
国
に
仏
と
し
て
現
れ
、

如
来
の
教
法
を
示
し
て
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
だ
。

こ
の
中
で

「速
巡
」
を

「た
た
ず
む
」
と
解
釈
し
た
の
は
、

『
色
葉
字
類
抄
』

に
こ
の
語
の
調
を

「タ
タ
ス
ム
ナ
リ
」
と
し
る
し
て
い
る
の
に
よ
っ
た

（注
十

二
）
．
こ
の
話
は
観
音
が
姿
を
現
し
て
大
師
の
姿
を
写
し
と
ど
め
た
と
い
う
内

容
で
、
こ
れ
は
観
音
霊
験
諄
と
も
大
師
の
画
像
の
出
来
認
と
も
読
み
う
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
観
音
が
自
ら
像
を
遺
っ
た
と
い
う
話
は
、

『続
苦
事

談
』
巻
四
に
長
谷
寺
の
観
音
が
薬
師
仏
を
造
っ
た
と
い
う
話
が
見
ら
れ
る
な
ど

類
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
を
化
人
に
よ
る
遺
爆
と
す
る
と
、
有
名
な
話
と
し
て
、
天
竺
の
優
項
王

が
毘
首
掲
摩
天
に
造
ら
せ
た
格
檀
の
釈
運
像
の
こ
と
や
、
東
天
竺
の
生
天
子
国

で
化
人
が
造
っ
た
弥
勒
像
が
元
興
寺
に
伝
来
し
た
話

（
い
ず
れ
も

『
今
昔
物
語

集
』
の
巻
六
―
第
六
話
と
巻
十
一
―
第
十
五
話
に
見
ら
れ
る
）
な
ど
の
類
例
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
の
像
は
三
国
伝
来
の
仏
像
と
さ
れ
う
る
し
、
前

者
に
つ
い
て
も

『宝
物
集
』
で
は
、
青
然
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
清
涼
寺
の
釈

週
像
が
ま
さ
に
そ
の
天
竺
起
源
の
仏
像
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
し
た
説
の
真
偽

は
と
も
か
く
、
仏
教
の
源
を
天
竺

・
震
旦
に
求
め
よ
う
と
い
う
意
識
が
、
こ
う

し
た
説
話
を
生
む
背
景
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う

（注
十
三
）
。

匡
房
の

「画
讃
」
に
見
ら
れ
る
、
観
音
が
慈
思
大
師
の
肖
像
を
描
い
た
と
い

う
話
も
、
日
本
に
伝
来
し
て
い
る
大
師
像
の
由
緒
の
正
し
さ
を
強
調
し
よ
う
と

い
う
意
識
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
観
音
に
も
尊
ば
れ
た
と
し
て
慈
思
大
師

の
教
説
の
正
統
性
を
強
調
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
．

「画
讚
」
第
八
段
の
第
二
句
で

「倫
に
逮
巡
す
」
と
あ
る
の
を
、

「大
師
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
」
と
解
釈
す
れ
ば
、
観
音
が
そ
の
時

描
い
た
の
は
大
師
の
立
像
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
慈
思
大
師
の
画

像
が
本
来
、
立
像
形
式
で
あ
っ
た
と
い
う
美
術
史
に
お
け
る
見
解

（注
十
四
）

と
も
矛
盾
な
く
適
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
慈
思
大
師
と
観
音
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
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の
一
節
に

「慈
思
大
師
は
、
十
一
面
観
音
の
化
身
に
ま
し
ま
せ
ば
、
極
楽
の
こ

と
ぞ
説
き
た
ま
ふ
に
、
う
た
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ぬ
事
也
と
な
む
を
ぼ
へ
候
。
」

つ
一月
二
十
四
日
　
大
輸
得
業
の
説
法
）
と
い
っ
た
記
事
が
あ
り
、
こ
の
資
料

の
成
立
し
た
天
元
三
年

（
一
一
一
０
）
ご
ろ
、
す
で
に
そ
う
い
っ
た
伝
承
が
成

立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（注
十
五
）
。

「画
讀
」
第
八
段
の
説
話
は
、
中

国
の
資
料
に
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
資
料
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
出
典
未
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
右
の
よ
う
な
一
種
の
本
地

垂
述
説
を
背
景
に
し
て
い
る
ら
し
い
点
、
お
よ
び
正
統
な
仏
教
に
ふ
れ
る
よ
す

が
を
異
国
に
求
め
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
お
そ
ら
く
は
日
本
で
発

生
し
た
伝
承
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「画
讃
』
の
第
四
十
五

・
四
十
六
句
で

「漢
土
に
等
覚

（仏

・
菩
薩
の
こ
と
）
と
化
し
、
甘
露
門
を
開

き
て
兆
民
を
利
す
」
云
々
と
あ
る
の
も
、
単
な
る
修
辞
的
な
費
辞
で
は
な
く
、

背
後
に
慈
思
大
師
が
観
音
の
化
身
で
あ
っ
た
と
い
う
説
を
ふ
ま
え
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

慈
思
大
師
の
画
像
が
日
本
に
伝
来
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら

か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
近
世
の
資
料
だ
が
屋
代
弘
賢
の

『
道
の
幸
』
に
は
、

薬
師
寺
蔵
の
国
宝
本
画
像
の
伝
来
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
薬
師
寺
の
戒
明
和
尚

（

八
三
八
年
入
唐
）
が
新
羅
の
慧
墓
法
師

（六
八
一
年
頃
生
存
）
か
ら
賜
わ
っ
た

国
で
、
讃
は
小
野
道
風
の
筆
に
よ
る
と
の
説
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
は

年
代
的
に
も
伝
説
に
す
ぎ
な
い
が
、
戒
明
と
同
時
に
入
唐
し
た
円
仁
が
慈
思
大

師
の
墓
誌
銘
や
塔
銘
序
な
ど
を
請
来
し
て
い
る

（
『
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
』

）
こ
と
か
ら
す
る
と
。
こ
の
頃
慈
思
大
師
の
伝
記
資
料
と
と
も
に
中
国
で
作
ら

れ
た
慈
思
大
師
画
像
も
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
も
ふ
く
む
伝
説
で
は
あ

る

（注
十
二０

．

延
層
寺
蔵
の

「天
台
大
師
像
」
に
は
画
讃
と
と
も
に
、
そ
の
画
像
が
唐
貞
元

二
十
一
年

（八
０
五
）
正
月
二
十
日
に
天
台
沙
門
恒
巽
か
ら
入
唐
中
の
最
澄
に

贈
ら
れ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る

（注
十
七
）
。
祖
師
の
画
像
の
由
緒
の
正

し
さ
を
示
す
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
説
が
必
要
と
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
十
分

に
理
解
で
き
る
。

中
国
に
お
い
て
慈
思
大
師
画
像
は
、

『
歴
代
名
画
記
』

（唐
・
張
彦
遠
撰
）

巻
第
二
に
長
安
総
持
寺
の
堂
内
に
描
か
れ
て
い
る
と
す
る
ほ
か
、

『
宋
高
僧
伝
』

に
も

「几
そ
今
、
天
下
の
仏
寺
は
形
を
国

（ゑ
が
）
き
、
号
し
て
百
本
の
疏
主

の
真
と
日
ふ
。
」
と
し
る
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
少
の
誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
中

国
各
地
の
寺
院
に
お
い
て
慈
思
大
師
の
画
像
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
し

い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
入
唐

（宋
）
の
留
学
僧
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
し
ろ

慈
恩
大
師
画
像
を
持
ち
帰
る
の
は
、
そ
う
ま
れ
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
事
実
関
係
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
画
像
の
舶
載
の
事
実
が
ま
ず
あ
っ
て
、

そ
の
画
像
が
慈
思
大
師
の
真
影
で
あ
る
と
の
説
が
い
つ
し
か
生
ま
れ
、
さ
ら
に

慈
思
大
師
が
十
一
面
観
音
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
説
と
の
温
澪
か
ら
、
観
音
に

よ
る
真
影
親
写
の
説
が
生
し
た
と
い
っ
た
過
程
を
、

「画
讃
」
に
見
ら
れ
る
説

話
が
成
立
し
た
背
景
に
、
や
や
回
式
的
な
が
ら
、
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で

『画
讃
」
の
第
八
段
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
．
最
後
に
第
八
段

か
ら
第
十
一
段
に
か
け
て
の
連
関
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
九
段
は

「基
公
碑
文
」
に
、
第
十
段
は

『
法
華

伝
記
』
に
よ
っ
て
本
文
が
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
ま
た
第
十

一
段
は

「晴
漏
を
嫌
は
ず
章
疏
を
作
り
、
歯
牙
換
畑
と
し
て
光
曜
新
た
な
り
。
」

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は

『法
華
伝
記
』
の

「若
し
闇
夜
に
は
牙
歯
光
を
放
ち
、

経
論
を
読
出
す
。
」
と
い
う
記
述
に
対
応
し
て
お
り
、
第
十
段
に
対
応
す
る
部
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分
と
連
続
し
た
記
述
で
あ
る
点
か
ら
も
、
ご
れ
を
出
典
と
考
え
て
よ
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、

『
法
華
伝
記
』
の
本
文
で
は

「画
讃
」
の

第
十
一
段
に
対
応
す
る
部
分
が
、
第
十
段
に
対
応
す
る
部
分
の
前
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
十
一
段
を
第
十
二
段
と
関
係
づ
け
よ
う
と
し
た

た
め
で
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。
第
十
二
段
は

「龍
顔
に
應
尺
し
て
鳳
詔
を

奉
り
、
金
殿
に
出
入
し
て
索
震
に
陪
せ
り
。
」
と
い
つ
も
の
で
、
宮
廷
に
招
か

れ
た
慈
思
大
師
の
栄
誉
を
述
べ
る
が
、
晴
夜
に
も
歯
が
光
を
放
っ
て
著
述
を
自

ら
助
け
た
と
い
う
第
十
二
段
の
内
容
と
は
、
必
ず
し
も
関
わ
り
を
も
つ
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
は

『法
事
伝
記
』
の
作
製
に
ま
つ
わ
る
事
蹟
を
述
べ
る

第
十
段
を

『般
若
経
』
書
写
時
に
お
け
る
奇
瑞
を
述
べ
る
第
九
段
の
後
に
続
け

よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
確
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
第
八
段
か
ら
第
十
段
に
か
け
て
の
内
容
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
第

八
段
は
観
音
が
大
師
の
真
影
を
自
ら
描
い
た
と
い
う
も
の
、
第
九
段
は
清
涼
山

で

『般
若
経
』
を
書
写
し
終
わ
っ
た
時
、
文
殊
が
姿
を
現
し
て
宿
因
を
示
し
た

と
い
う
も
の
、
第
十
段
は

『法
華
玄
賛
』
著
述
の
こ
と
と
域
の
掲
文
に
よ
っ
て

末
代
ま
で

「大
仁
」

（こ
こ
は
弥
勒
の
こ
と
）
を
讃
嘆
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を

述
べ
て
お
り
、
こ
の
三
つ
の
部
分
は
い
ず
れ
も
書
薩
に
関
わ
る
話
を
集
め
て
い

る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
現
れ
る
の
は
観
音
。
文
殊

。
弥
動
の
三
菩
薩
で
あ
る
が
、
こ
の
三
善

薩
が
現
れ
る
説
話
を
一
つ
見
お
き
た
い
。
そ
れ
は
慈
思
大
師
の
師

。
玄
笑
三
議

が
渡
天
し
て
、
戒
賢
論
師
か
ら
法
相
の
教
え
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
ま
つ
わ
る

も
の
で
あ
る
。
玄
美
が
訪
れ
る
前
、
病
の
床
に
あ
っ
た
戒
賢
論
師
は
夢
に
三
天

子
を
見
る
。
三
天
子
は
そ
れ
ぞ
れ
に
自
ら
観
音

。
弥
勒

。
文
殊
と
名
乗
り
、
玄

美
の
到
来
と
彼
へ
の
教
法
伝
授
と
を
宣
告
す
る
。
こ
の
夢
の
説
話
は

『
大
唐
大

慈
思
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
一一一に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り

（以
下

『
三
宝
感
応
要

略
録
』
巻
下
。
一
七
を
通
し
て

『今
昔
物
語
集
』
巻
六
―
第
六
話
に
と
り
い
れ

ら
れ
る
）
、
お
そ
ら
く
は
法
相
宗
的
色
彩
が
濃
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

点
に
つ
い
て
は
以
前
少
し
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
玄
美
三
蔵
へ
の
教
法
伝

授
と
い
う
法
相
宗
に
と
っ
て
の
重
要
な
事
蹟
に
現
れ
る
三
書
蔵
と
、
法
相
宗
の

祖
昴
・
慈
思
大
師
の

「画
讃
』
中
の
説
話
に
現
れ
る
三
書
薩
と
の
一
致
が
、
単

な
る
偶
然
に
過
ぎ
な
い
の
か
ど
う
か
、
な
お
多
く
の
事
例
に
よ
っ
て
判
断
す
べ

き
間
電
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（注
十
八
）
．

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
大
江
匡
房
作

『大
唐
大
慈
思
寺
大
師
画
讃
』
に
つ
い
て
、
主
と
し

て
出
典
・
説
話
の
面
か
ら
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
い

ず
れ
も
基
礎
的
な
事
実
関
係
の
確
認
に
終
わ
り
、
こ
の

「画
讃
』
が
付
さ
れ
た

画
像
に
つ
い
て
の
考
察
に
ま
で
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問

題
は
、
こ
の

「画
讀
」
が
、
画
讃
と
し
て
は
異
例
と
も
い
え
る
五
百
字
と
い
う

長
文
を
も
ち
、
高
僧
伝
的
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
事
実
の
意
味
を
考
え
る
上
で

も
み
の
が
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
別
の
機
会
に
ふ
れ
る
べ
き
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
う
。
匡
房
の
作
品
群
中
に
お
け
る
こ
の

「画
讃
」
の
位
置
づ
け
、

ひ
い
て
は
院
政
期
文
学
と
し
て
の
評
価
と
い
っ
た
根
本
的
な
問
題
も
、
さ
ら
に

究
明
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

霧
）

盆
）
興
福
寺
・
薬
師
寺
編

『慈
思
大
師
御
影
衆
英
』

（法
蔵
館
　
昭
和
五
十

七
年
十
一
月
）
所
収
の

「伝
記
文
集
」
の
本
文
に
よ
る
。
な
お
同
書
の
解
説

に
よ
れ
ば
、
こ
の
『高
僧
伝
』
は

『
梁
高
僧
伝
』
で
、
書
写
は
康
和
三
年

（
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一
一
〇
０
）
ご
ろ
。
そ
の
後
半
部
の
紙
背
に
、
匡
房
の

「画
讚
』
な
ど
慈
思

大
師
に
関
す
る
伝
記
資
料
が
、
十

一
条
に
わ
た
っ
て
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
書
写
は
表
の

『高
僧
伝
』
よ
り
も
後
で
、
十
二
世
紀
中
期
以
後
の
末
頃

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

分
一）
荻
野
三
七
彦
氏

「
『本
朝
続
文
粋
』
逸
文
発
見
の
意
義
」

『
日
本
歴
史
』

第
二
七
五
号

（昭
和
四
十
六
年
四
月
）
に
お
け
る
日
刻
本
文
に
よ
っ
た
。
な

お
同
氏
の
説
で
は
、
こ
の
本
文
の
書
写
は
鎌
倉
初
期
と
さ
れ
る
。

Ｔ
一）
注
二
文
献
に
、
す
で
に
作
者
名
や
官
位
の
年
代
な
ど
に
つ
い
て
の
考
証

が
な
さ
れ
て
い
る
。

「画
讃
」
古
写
本
に
見
ら
れ
る
作
者
名
注
記
が
、
作
者

自
記
の
も
の
に
よ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
作
品
の
成
立
時
期
を
考
え
る
目
安

と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

『
本
朝
続
文
粋
』
本
文
で
は

「大
府
卿
作
」

と
す
る
。
こ
れ
は
匡
房
の
最
終
官
で
あ
る
大
蔵
孵
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
．

作
者
名
の
表
記
法
が

一
定
し
な
い
『
本
朝
続
文
粋
』
の
成
立
の
問
題
と
も
か

ら
め
て
。
な
お
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

（四
）
注

一
文
献
の
書
き
下
し
本
文
を
参
照
し
た
。

（五
）
僧
詳
撲
、
唐
天
宝
十
二
年

（七
五
四
）
以
降
の
成
立
．
書
き
下
し
本
文

は
注

一
文
献
を
参
照
し
た
。

金
ハ）
唐
李
又
損
、
末
尾
に
延
膚
七
年

（七
八
八
）
の
善
珠

（七
二
三
―
七
九

七
、
秋
篠
寺
、
法
相
宗
）
に
よ
る
記
を
付
す
。
書
き
下
し
本
文
は
注

一
文
献

に
よ
る
。

（七
）
唐
費
寧
等
撲
、
端
扶
元
年

（九
八
八
）
成
立
．
書
き
下
し
本
文
は
注

一

文
献
に
よ
る
．

（八
）
唐
朝
太
宗
皇
帝
御
製
と
伝
え
ら
れ
る
讃
で
、
太
平
興
国
九
年

（九
八
五
）

日
本
の
僣
清
算

（青
然
と
と
も
に
渡
宋
し
た
盛
算
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
）
が

書
写
し
、
題
記
を
付
し
た
も
の
。
書
き
下
し
本
文
は
注

一
文
献
に
よ
る
。

（

九
）
注
一
文
献
所
収
の

「大
慈
息
寺
大
法
師
基
公
塔
銘
井
序
」

（唐
李
宏
慶

換
、
大
和
四
年
〈
八
三
０
〉
成
立
）
で
も
。
僧
伝
と
同
じ
没
年
次
、
享
年
を

一
甲

．

（十
）
注

一
『慈
思
大
師
御
影
衆
英
』
所
収
、
河
原
由
雄
氏

「慈
思
大
師
画
像

の
成
立
と
そ
の
変
遷
―
薬
師
寺
国
宝
本
慈
思
大
師
像
の
解
説
に
代
え
て
」
に
、

こ
の
画
讃
の
日
刻
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
．

（十
こ

注

一
『
慈
思
大
師
御
影
蒙
英
』
所
収
、
多
川
俊
映
氏

「慈
思
会
の
歴

史
と
現
況
」
に
見
ら
れ
る
現
行
の

「慈
思
会
表
自
」
お
よ
び

「勧
請
」
に
お

い
て
も
、
永
淳
二
年
、
五
十
三
歳
で
の
没
と
す
る
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

（十
一０

「燿
巡
」
は
漢
語
の
意
味
と
し
て
は

「し
り
ご
み
す
る
、
た
め
ら
う
」

と
い
つ
こ
と
で
あ
る
が
．
こ
う
し
た
意
味
で
は
本
文
を
う
ま
く
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
な
お

『
色
乗
字
類
抄
』
に
お
い
て
は
、

「イ
テ
。
紡
捏
、

俳
個
、
曖
晴
」
な
ど
に
も

「タ
タ
ス
ム
』
の
訓
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
中
に
、
遺
巡
の

「巡
』
の
よ
う
に
韻
字
に
適
合
す
る
字
が
な
い
点
に
注
意

し
て
お
き
た
い
。

（十
一０

，もの
点
に
つ
い
て
は
、
森
正
人
氏

「今
昔
物
語
集
」

『
国
文
学
　
解

釈
と
鑑
賞
』

（昭
和
五
十
八
年
十
二
月
号
）
お
よ
び
吉
原
浩
人
氏

『
〈
中
世

的
〉
寺
社
縁
起
の
形
成
』

『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』

（昭
和
六
十
一
年
六

月
号
）
に
お
い
て
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お

『扶
桑
略
記
』
寛
和

三
年

（九
八
七
）
二
月
十
三
日
条
に
、
入
唐
僧
膏
然
が
帰
朝
し

「霊
山
第
二

伝
釈
理
等
身
立
像
」
な
ど
を
持
ち
来
た
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る

（
『
百
錬

抄
』
に
も
）
。
こ
の

コ
ニ
伝
」
の
語
も
同
様
な
伝
承
に
も
と
づ
い
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

（十
四
）
注
十
諭
考
に
よ
る
。

（十
五
）
引
用
本
文
は
佐
藤
亮
雄
氏
校
註

『
百
座
法
談
間
書
抄
』

（接
楓
社
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昭
和
三
十
八
年
）
の
校
注
本
文
に
よ
っ
た
。
同
書
解
題
に
よ
れ
ば
当
日
の
講

師
。
大
輔
得
業
は
法
相
宗
、
興
福
寺
の
僧
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
同
書
頭
注

で
は
慈
思
大
師
の
観
音
化
身
説
が
、
壺
坂
流
の
真
興

（九
二
四
―
一
〇
０
四
）

の
弟
子
、
定
慶
の
書
い
た

『定
慶
私
記
』
に
見
え
る
と
す
る
鎌
倉
時
代
の
資

料
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
書
名
が
示
さ
れ
ず
未
確
認
．

（十
二０

以
上
の
考
証
は
注
十
論
考
に
よ
っ
た
。

（十
七
）

『比
叡
山
と
天
台
の
美
術
展
国
録
』

（京
都
目
立
博
物
館
　
昭
和
六

十
一
年
）
に
よ
る
．

（十
八
）
拙
稿

「
『類
集
抄
』
か
ら
説
話
へ
」

『
大
阪
大
学
中
世
文
字
研
究
会

会
報
』
第
二
号

（昭
和
六
十
年
十
月
）
で
も
、
玄
美
渡
天
説
話
中
の
三
善
蔵

に
つ
い
て
の
教
学
的
意
味
を
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
つ
た
。

（大
阪
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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